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主催：川崎正論の会 

後援：日本世論の会神奈川県支部・教育を良くする神奈川県民の会･日本会議神奈川 

お問合せは 080-9287-2828（亀澤）まで 

令和 8 年 3 月 28 日(土)午後 2 時～4 時 

(受付開始午後 1 時 40 分･予約優先) 

ミューザ川崎研修室 3(定員 90) 

1000 円 (資料代として任意) 

 

 

平成 24 年 3 月、東京藝術大学大学院博士後期課程修了、 

学術博士号取得。東京藝術大学非常勤講師、早稲田大学 G-

COE 研究員、日本学術振興会特別研究員、東京大学学術専門

職員を経て、現在東京通信大学特任研究員、大倉精神文化研

究所に勤務。平成 21 年日本音楽教育学会創立 40 周年記念第

一回学会賞受賞。 

*左の写真はご著書の「人形浄瑠璃の意義と役割―人間形成の見地から」 

(Kindle 版 1000 円・ペーパーバック 3850 円) 
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